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生　物　試　料　分　析

　第31・32回生物試料分析科学会合同年次学
術集会（荒木秀夫・中根生弥 集会長）では、「臨
床検査のピボット」をメインテーマに、～変
革を遂げる医療技術を探る～と題してパネル
ディスカッションが企画された。今回は関東
支部、東海・北陸支部の合同企画とし「検体
検査の役割と今後」をテーマに4名の講師より
検体検査の自動化が進む現在において、臨床
検査技師の役割がどのように変化し、今後、
どのようなことが求められるのかを講演いた
だいたので報告する。
　本パネルディスカッションでは立場の異な
る4名の講師に、検体検査の現状とこれまでの
経験を踏まえ、今、我々に求められているこ
とや、今後の課題、展望について講演いただ
いた。講演は『Ⅰ．新人臨床検査技師の視点

から』に始まり、『Ⅱ．生理検査を担当した経
験から』、『Ⅲ．スムーズな診療を支えるため
に必要なこと』、『Ⅳ．検査自動化が進む今、
必要とされる検体検査技師とは』として、4名
のパネリストより発表していただいた。その
詳細は後述する各講師からの報告を参照され
たい。 

　昨今、臨床検査室には効率化や省力化、コ
スト削減が求められているが、その影響を大
きく受けているのは検体検査である。検体検
査の現状として、多くの施設が検体検査自動
化システムを導入し、検体前処理から結果報
告までの過程において効率化を図っている。
さらに、以前は1検体1検体確認していた検査
結果も臨床検査情報システム（LIS）による結
果自動承認機能を活用することで、1日のうち
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に我々が目にする検査結果は以前と比較し格
段に減少している。このような現状から、検
体検査は『検体を装置に搭載するだけ』、『装
置のメンテナンスができればよい』などの印
象をもたれがちである。
　検体検査の代表とされる血液検査は、臨床
検査の中で最も依頼の多い検査であり、多く
の患者の治療や健康増進に寄与している。ま
た、検体検査は日々多くの検体を迅速かつ正
確に報告することが求められており、それを
実行するために検査の自動化やシステム化は
必要不可欠と考える。自動化、システム化の
促進により、検体検査における臨床検査技師
の役割が軽減するかのように思われることも
あるが、各講師らの報告において共通してい
たことは、効率化により得られた時間を新た
な業務拡大に活かすことであった。具体的に
は、以下の3点が示された。
・血液検査は少量で多くのバイオマーカーの
検出が可能であり、新たなバイオマーカーの
探索や検査試薬の開発、改良に取り組むこと。
・これまでは検査結果の報告に留まっていた

が、検査を総合的に見て臨床に対し情報提供
を行うこと。
・タスクシフト、タスクシェアが推進される
なかで、検査データを活用し大きく診療に関
わっていくこと。
　今後の課題として、これらを実行し、更な
る診療支援に取り組むことが必要であると考
えている。また、これらを実現するには、専
門知識とともに幅広い知識の習得と、コミュ
ニケーション能力の向上が重要であるとされ
た。
　自動化、システム化に加えて、今後、人口
知能（AI）の導入が叫ばれており、臨床検査
の在り方が少しずつ変わってきているのは事
実である。現在は、検体検査に焦点が置かれ
ているが、生理検査もまた同様である。我々は、
臨床検査室のこれからの構想に合致した形で
これらを有効活用し、新たな診療支援に繋げ
ていくことが重要と考える。今回の講演を、
今後の臨床検査室の在り方を考える一助とし
ていただき、取り組んでいくべき課題を見出
していただければ幸いである。


